
裏面もごらんください。

７
月

日
、
鼻
高
の
竹
を
使
っ
て
風
鈴
を
作
り

２９

ま
し
た
。
竹
は
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
ご
と

に
加
工
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

大
小
様
々
な
パ
ー
ツ
を
タ
コ
糸
で
つ
な
げ
、
組

み
立
て
て
い
き
ま
す
。
長
さ
は
個
人
個
人
で
調
節

を
し
、
最
後
に
短
冊
を
付
け
て
完
成
。 

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
各
家
庭
の
軒
下
で
、
自

然
の
風
情
の
音
色
を
奏
で
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

                             

                             

                             

         

   

                 

                         

地
元 

鼻
高
の
竹
で
風
鈴
作
り　
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薬
味
と
は
料
理
に
少
量
添
え
て
風
味
や
彩
り
を
引
き
立
て
る
香

味
野
菜
の
こ
と
で
す
。
食
欲
増
進
や
消
化
を
助
け
る
働
き
も
あ
り

ま
す
。
大
葉
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
生
姜
、
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
旬
の

材
料
を
使
い
、
美
味
し
く
味
わ
い
ま
す
。

令和８年９月１日号 

５４５号 

【
期
日
】
令
和
８
年
９
月

日
（
火
） 

２９

【
時
間
】
午
前

時
～
午
後
０
時

１０

３０

分 

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
１
階
実
習
室 

【
対
象
】
鼻
高
地
区
住
民
優
先
・

人 

１６

【
費
用
】
７
０
０
円
（
材
料
費
） 

【
持
ち
物
】
米
一
合
、
筆
記
用
具
、
マ

《参加者募集》

ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾 

【
講
師
】
社
会
教
育
講
師
・
栄
養
士 

松
原
祥
子
先
生 

【
申
込
み
】
９
月
４
日
（
金
）
～
９
月

日
（
金
）
、
平
日
午
前
９
時
か
ら

１８午
後
５
時
ま
で
、費
用
を
添
え
て
鼻

高
公
民
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

夏
バ
テ
、
疲
労
回
復
、
食
欲
増
進
に 

薬
味
を
使
っ
た 

ア
レ
ン
ジ
料
理
教
室

《
事
業
報
告
》

心
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
懇
談
会 

開
催 

市
民
が
人
権
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
民
主

的
で
思
い
や
り
の
心
が
ゆ
き
わ
た
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め

に
、
高
崎
市
内
各
公
民
館
に
お
い
て
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
心
豊
か
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
」 

～
他
の
人
の
感
じ
方
に
気
づ
き
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
地
域
社
会
～ 

【
日
時
】
９
月

日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時

分 

１０

３０

【
会
場
】
高
崎
市
鼻
高
公
民
館　

２
階
講
義
室 

【
内
容
】
映
画
「
君
の
景
色
を
知
っ
た
と
き
」
視
聴
と
意
見
交
流 

【
主
催
】
高
崎
市
教
育
委
員
会
・
鼻
高
公
民
館　
　

 

《どなたでも参加できます》

八
幡
地
区
芸
能
祭
の
お
知
ら
せ 

　
　

第

回
八
幡
地
区
芸
能
祭
が
今
年
も
開
催
さ
れ 

４７

ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い
の
上
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

鼻
高
地
区
文
化
祭
（
作
品
展
示
の
部
）
作
品
募
集
の
お
知
ら
せ 

　

鼻
高
地
区
文
化
祭
が

月

日
（
土
）・

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
こ
と

１１

１４

１５

に
な
り
ま
し
た
。つ
き
ま
し
て
は
地
域
の
皆
様
か
ら
作
品
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
文
化
祭
だ
よ
り

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１０

【
期
日
】
令
和
８
年

月

日(

日
） 

１０

１１

【
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
１
時 

【
会
場
】
高
崎
市
立
西
部
小
学
校　

体
育
館 

※
駐
車
場
は
西
部
小
学
校
東
側
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
駐
車
場
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
係
員
が
案
内
い
た
し
ま
す
。 

９
月
の
休
館
日  

　

９
月

日
（
月
）
敬
老
の
日　
　
　
　
　

９
月

日
（
水
）
秋
分
の
日 

２１

２３

竹風鈴のパーツの数々

板鼻にある皇女和宮資料館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
　
　
　

 

               　

   

  　

資
料
館
に
は
和
宮
が
愛
用
し

た
草
履
が
桐
の
箱
に
納
め
ら
れ

現
存
し
て
い
ま
す
。 

　

思
わ
ず
「
か
わ
い
い
」
と
思
え

る
程
の
大
き
さ
で
す
。
で
も

歳
、

１６

ま
た
当
時
の
人
は
現
代
の
人
よ

り
小
柄
だ
っ
た
と
思
え
る
の
で
、                     

ま
あ
こ
れ
く
ら
い
か
と
納
得
し
ま

す
。
ま
た
、
和
宮
は
こ
こ
板
鼻
で

女
性
の
初
潮
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。 

　

こ
の
（
穢
れ
も
の
）
を
埋
め
た

と
い
わ
れ
る
石
宮
が
資
料
館
の

後
庭
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
石
宮
は
、

後
日
に
月
の
も
の
（
月
経
）
を
い

つ
も
心
配
し
待
ち
望
ん
で
い
た
板

鼻
宿
の
宿
場
飯
盛
り
女
た
ち
の

心
の
支
え
と
し
て
信
仰
の
石
宮

と
な
っ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。 

　

建
物
の
床
下
に
は
警
備
の
た

め
伊
賀
者
が
潜
む
た
め
の
部
屋

等
も
作
ら
れ
厳
重
な
警
備
が
さ

れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。 

            　

京
都
を
文
久
元
年
（

１
８
６
１
）

月

日
に
出
発
し
た
一
行
は
、 

１０

２０
日
間
を
要
し
て

月

日
に

２５

１１

１５

江
戸
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
翌
文
久
２
年
（
１
８
６
２
） 

２
月
に
婚
儀
が
行
わ
れ
ま
す
。
和

宮

歳
、
将
軍
家
茂
も

歳
で

１７

１７

し
た
。
時
は
動
乱
の
時
代
で
家
茂

は
文
久
７
年
に
大
阪
城
内
で
病

死
し
ま
す
。
結
婚
生
活
は
５
年
間

と
短
い
も
の
で
し
た
。 

　

和
宮
は

歳
で
寡
婦
と
な
り

２１

歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ

３１た
の
で
し
た
。 

　

そ
の
死
に
際
し
、
自
分
の
遺
骸

は
京
都
の
皇
室
で
は
な
く
徳
川

家
の
墓
へ
埋
め
る
よ
う
遺
言
さ
れ

た
そ
う
で
す
。 

　

こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

和
宮
は
孝
明
天
皇
の
妹
と
し
て

誕
生
し
、
５
歳
の
時
に
有
栖
川
宮

親
王
の
許
嫁
（
い
い
な
ず
け
）
に

な
る
の
で
す
が
、
時
代
の
変
遷
の

中
で
こ
の
有
栖
川
宮
が
幕
末
に

徳
川
幕
府
打
倒
の
東
征
大
総
督

と
な
っ
て
江
戸
攻
め
を
行
う
の
で

す
。
和
宮
は
江
戸
幕
府
瓦
解
（
が

か
い
）
に
際
し
て
明
治
新
政
府
首

脳
に
徳
川
家
の
た
め
に
様
々
な

働
き
か
け
も
行
っ
た
そ
う
で
す
。

時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
た
和
宮

（
静
寛
院
宮
）
の
生
涯
で
し
た
。 

    

　

街
道
で
は
歴
史
上
様
々
な
事

が
起
こ
り
ま
し
た
。 

　

幕
末
の
こ
と
で
す
が
、
祖
母
の

祖
母
か
ら
伝
え
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
と
鼻
高
の
友
人
が
話
し
て
い
ま

し
た
。
幕
末
の
尊
王
攘
夷
騒
動
で

水
戸
浪
士
が
水
戸
天
狗
党
と
い

う
集
団
を
結
成
し
京
都
で
将
軍

に
直
訴
す
る
た
め
京
を
目
指
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
幕
府
は
通

過
予
定
の
藩
に
追
討
令
を
出
し

た
の
で
す
が
、
多
く
の
藩
は
軍
用

金
を
差
し
出
し
、
う
ち
の
藩
内
は

通
過
し
な
い
よ
う
に
と
要
請
し
た

そ
う
で
す
。
譜
代
大
名
で
あ
っ
た

高
崎
藩
は
幕
府
の
指
示
通
り
出

兵
し
下
仁
田
で
一
戦
を
交
え
る

の
で
し
た
。 

　

多
く
の
死
者
を
出
し
敗
走
す

る
の
で
す
が
、
こ
の
軍
勢
の
通
過

を
八
幡
大
門
付
近
で
現
に
見
た

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

下
仁
田
へ
向
か
う
と
き
は
隊
列

を
組
み
勇
猛
果
敢
で
勇
ま
し
く

見
受
け
ら
れ
た
が
、
敗
走
す
る
と

き
は
惨
め
な
も
の
だ
っ
た
。
負
け

る
と
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
と

思
っ
た
そ
う
で
す
。 

　

街
道
に
は
様
々
な
人
生
模
様

が
あ
り
ま
す
。
山
や
川
、
街
道
は

何
も
語
り
ま
せ
ん
が
、
現
に
そ
こ

で
起
こ
っ
た
こ
と
を
静
か
に
見
つ

め
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

（
次
号
に
続
く
）

　

板
鼻
宿
で
は
本
陣
木
島
家
の
書
院
が
和
宮
の
宿
泊
場
所
と
し
て
使
用

さ
れ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
も
こ
の
建
物
は
安
中
市
板
鼻
公
民
館
の
北

側
に
「
皇
女
和
宮
資
料
館
」
と
し
て
残
さ
れ
、
そ
の
時
代
を
思
わ
せ
る

貴
重
な
資
料
等
が
保
存
さ
れ
観
覧
も
で
き
ま
す
。 

 

178 

和
宮
草
履
と 

月
の
宮
・
ち
ゃ
こ
姫 

和
宮
と
将
軍
家
茂

鼻
高
の
四
季 

＝ 

写
真
で
綴
る
鼻
高
の
宝 

㊼　

 

中
山
道　

皇
女
和
宮
降
嫁
の
行
列　

そ
の
２ 

高
崎
藩 

下
仁
田
戦
争
で

敗
走　

そ
の
隊
列 

http://takasaki.manabi365.net/

